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　膝関節角度では接地瞬間と疾走速度との間に
正の相関関係がみられた。
　足関節角度では接地中の最小角度から離地時
の角度の変位において，疾走速度の高い選手ほ
ど負の相関関係がみられた。
　本学アメリカンフットボール選手の接地瞬間
の膝関節角度は137.50～149.82度であった。大
学男女短距離選手から世界一流トップスプリン
ターらの同膝関節角度は140.93～166.83度であ
り１），疾走速度と接地瞬間の膝関節角度に有
意な相関関係は認められないとしており，本実
験の結果では異なった結果が得られた。
　短距離選手の中間疾走における足関節の働き
は，股関節伸筋群により発揮されたキック力を
そのまま地面に伝達するためであり，そのため
には足関節を固定させることとしており，疾走
速度の高い選手ほど中間時点である足関節角度
最小値が高く（接地から中間にかけて足首がつ
ぶれない），中間時点から離地による変位も小
さい（足首の伸展が少ない）ことが報告されて
いる１, ２）。本実験結果では，最小角度から離
地における角変位において疾走速度と負の相関
関係が得られた。このことは，本学アメリカン
フットボール選手では疾走速度の高い選手ほ
ど，接地の衝撃により足関節がつぶれるものの
離地にかけあまり底屈（伸展）しない動作を行
っていたということになる。
２） 接地中の角速度について（図18，図19，図
20，図21）
　短距離選手では疾走速度の高い選手ほど接地
中の股関節の最大伸展速度，脚全体の最大後方
スイング速度は正の相関関係が，膝関節の最大
伸展速度は負の相関関係がみられる１, ２, ６）。
本実験の結果では，疾走速度との関係で有意な
相関関係がみられたのは脚全体の最大後方スイ
ング速度だけであった。
　疾走速度の高い短距離選手の膝関節最大伸展
速度値は低い（マイナス値を示す選手もいる）
ことから，近年の短距離一流選手の膝関節の動
作として特に接地期後半では伸展させないとい
うより，むしろ屈曲動作を行っているとしてい
n.s
図18　疾走速度と股関節角速度との関係
n.s
図20　疾走速度と足関節角速度との関係
n.s
図19　疾走速度と膝関節角速度との関係
=0.840 p<.05
図21　疾走速度と後方スイング速度との関係
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る６）。本学アメリカンフットボール選手の膝
関節最大伸展速度がマイナス値を示す選手はお
らず，疾走速度との関係もみられなかった。
　本学アメリカンフットボール選手の脚全体の
最大後方スイング速度は396.63～623.25度 /秒
であり，疾走速度とは正の相関関係がみられ
た。短距離選手を対象にした報告１）によると
疾走速度の高い選手ほど脚全体のスイング速度
が高いことを示しており，1991年世界陸上東京
大会で当時100mの世界記録を出した C.ルイ
ス選手の値は816.50度 /秒，２位の L.バレル
選手で731.70度 /秒であった。またこれによる
と C.ルイスのような疾走速度の高い選手は，
キック動作時に膝関節の伸展動作を少なくし，
股関節の伸展速度を効果的に脚全体のスイング
速度に転換する合理的なキック動作を行ってい
るとしている。本実験では，疾走速度と脚全体
スイング速度で相関関係はみられるものの，股
関節伸展速度（正の相関関係），膝関節伸展速
度（負の相関関係）ではみられなかった。すな
わち本学アメリカンフットボール選手は，接地
中に必要以上に膝関節の屈曲・伸展動作を行っ
ており股関節伸展動作からの速度を効率的に脚
全体のスイング速度に転換されていないキック
動作を行っていると考えられる。
　以上のことから本学アメリカンフットボール
選手の疾走速度の向上のためには１）ピッチ値
を維持・向上しながらストライド値を高くする
ことで疾走速度値を高める２）引き付け角度を
小さくすることを目的としない，むしろ素早く
腿上げ動作を行うことを目的とする３）接地か
ら中間時点の膝・足関節角度の変位を大きくし
ない（つぶれないように）４）接地中間時点か
ら離地までの膝関節角度の変位を大きくしない
（伸展しない）５）股関節伸展速度を効率的に脚
全体のスイング速度に転換できるように接地中
に膝の屈曲・伸展動作変位を少なくすることを
考慮した走トレーニングが考えられる。
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